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■ 立地 、 プロジェクトの特徴

南海なんば駅に直結する商業などの複合施設

⇒西に面した南海会館の建て替え

南海なんば駅

なんばパークス

御堂筋線
なんば駅 高島屋

南海会館
（建替えビル）

スイス
ホテル

駅直結

施設概要

大阪市中央区難波5丁目

延べ床面積 84,125㎡

階数 地上31階/地下2階

用途 事務所、物販店、ホール他

（仮称） 新南海会館ビル省ＣＯ２先導事業

既存施設とつながる ターミナルに直結 オフィス中心の超高層
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■ 全体概要 導入技術一覧

■頭涼足温空調

■健やか換気

■眺望配慮型日射制御

■運動促進セキュリティ

提案

Ⅰ

省ＣＯ２と健康

■選べる熱源

■既存施設と熱融通

■給水品質レベル分け

■テナントエネルギーマネジメント

■照明フリー制御

■駅利用者、来館者への情報発信

提案

Ⅱ

施設全体の
エネルギー効率

■帰宅困難者受入・災害対策拠点

■ハイブリット非常用電源

■マスダンパー（耐震）

■トイレ２週間継続利用

■備蓄倉庫

■主要設備２階以上配置

提案

Ⅲ

ターミナルの
防災性（ＢＣＰ）

（仮称） 新南海会館ビル省ＣＯ２先導事業

＋ウェルネス

＋マネジメント

＋ＢＣＰ
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■ 提案Ⅰ +ウェルネス 頭涼足温空調

従来

足元が冷えすぎる 足元の冷えを解消

空調レタンチャンバ

空調域の
最小化

（天井裏）
天井裏を
空調

従来の問題を解決する 新しいオフィス空調

頭涼足温空調

（仮称） 新南海会館ビル省ＣＯ２先導事業
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■ 提案Ⅰ +ウェルネス

１

足温ファン 天井内の温熱

システム天井対応カセット空調

２ 床吹出し空調

３ 高顕熱制御

頭涼足温空調

600角グリッドにすっきり納まる

小さな能力の機器を細かく分散

システム天井対応カセット空調

13㎡の空調制御⇒ＶＡＶの１/２～１/４

ドラフトによる
不快感解消

空調要求への
フレキシブル性

（仮称） 新南海会館ビル省ＣＯ２先導事業

5

■ 提案Ⅰ +ウェルネス

自然換気（手動）

卓越風

新鮮外気

機械換気

プラス圧
汚染
外気

卓越風圧 ＞ プラス圧

健やか換気システム

風の力で換気を切り替え

外調機

健やか換気

省CO2技術

自然換気 能力セーブ
室内ＣＯ２センサ

（仮称） 新南海会館ビル省ＣＯ２先導事業
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■ 提案Ⅰ +ウェルネス （仮称） 新南海会館ビル省ＣＯ２先導事業運動促進セキュリティ

○セキュリティカードと活動量計を複合した新しいシステム

○ワーカーの消費カロリーや健康情報を測定

○健康データの見える化、階段利用等で「歩く」を促進

⇒ エレベーター消費電力の低減期待

1234kcal

テナントビルの商品価値向上

Weight

body fat

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

【測る】 活動量計付きセキュリティカード

【実践】 快適避難階段 【把握】 健康データ見える化

歩き易い
階段勾配

＋
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■ 提案Ⅱ +マネジメント

温水
ヒータ

コージェネ排熱

オフィス

冷水 温水

冷温水

低 層

電気 ガス ガスガス

オフィス（外調機）

吸収式
冷温水機

ジェネ
リンク

ターボ
冷凍機

既存
熱源

５つの選べる熱源

選べる熱源

部分負荷特性「優」
N+1台の

バックアップ

切替弁

（仮称） 新南海会館ビル省ＣＯ２先導事業

冷水熱融通

全体
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■ 提案Ⅱ +マネジメント

温水
ヒータ

吸収式
冷温水機

ターボ
冷凍機

ジェネ
リンク

冷水熱融通

最適な組み合せ

ニーズに応じた「最適」を分かり易くガイダンス

省ＣＯ２ 節電
デマンド

抑制

選べる熱源

選べるスイッチ
・外気温湿度

・室内温湿度

・ＣＯ２排出量

・電力使用量

ｅｔｃ

（仮称） 新南海会館ビル省ＣＯ２先導事業
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■ 提案Ⅲ +ＢＣＰ ハイブリッド非常用電源

非常時（停電）

備蓄油を主軸とし

中圧ガスで補完する

防災力 ・ 持続力

コージェネ

省ＣＯ２

（仮称） 新南海会館ビル省ＣＯ２先導事業

油

中圧ガス

非常用発電機
（デュアル）

非常用発電機
（油専焼）

コージェネ

中圧ガス

コージェネ

排熱温水

ジェネリンク

通常時
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提案Ⅱ

■ 提案Ⅲ +ＢＣＰ

新ビルのBCPが、ターミナルの防災性も高める

非常時に在館者が
留まることのできるビル

ターミナルへの
避難集中抑制

（仮称） 新南海会館ビル省ＣＯ２先導事業ターミナルの防災性

非常用電源の供給
災害対策場所の確保

ターミナルへの
避難集中抑制

ターミナル機能の
復旧 支援

新南海会館 ターミナル支援

電力

トイレ
備蓄

耐震

11

パークスタ
ワー

なんば
パークス

（仮称）新南海会館ビル

南海ビル

スイスホテル

南海なんば駅

ターミナルとテナントオフィスにおける取り組みを波及・普及へとつなげる

（仮称） 新南海会館ビル省ＣＯ２先導事業

省ＣＯ２ × 健康 × ＢＣＰ



松山赤十字病院

サステナブルプロジェクト

代表提案者：日本赤十字社 松山赤十字病院

提案協力者：株式会社日建設計

国土交通省 平成27年度第1回
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

2015年11月25日
第16回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

1

Japanese Red Cross Society

◆松山赤十字病院の概要

大正2年4月

日本赤十字社愛媛支部病院

大街道3丁目(現 東雲学園)

（内科，外科，産科：60床）

沿革

平成25年4月 創立100周年

病院長： 横田英介
診療科目：３１科, 681床

職員数：約1,500人
一日の来院患者数：約1,600人

昭和32年09月 総合病院の指定

40年07月 救急病院の指定

48年10月 愛媛大学医学部教育関連病院の指定

平成08年07月 エイズ診療協力病院の指定

09年02月 災害拠点病院の指定

12年04月 第2種感染症指定医療機関

17年05月 地域医療支援病院の承認

18年03月 地域周産期母子医療センターの認定

19年01月 地域がん診療連携拠点病院の指定

公的指定・認定
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Japanese Red Cross Society

◆プロジェクトの概要

◆新病院概要

所在地 ：愛媛県松山市文京町1
病床数 ：664床（予定）
延床面積：54,627.08 m2

階数 ：地上10階 地下1階
構造 ：免震構造

◆新病院のコンセプト
新病院建設にあたり、基本方針の一つに「環境に優しい病院」を掲げており、

この基本方針に基づき「快適な療養環境の創出と提供」、「環境に優しいガー

デンホスピタル」、「自然エネルギーを有効活用したエコホスピタル」を目指

した省ＣＯ２技術の構築・運用を計画しています。

 

松松山山城城  

道道後後温温泉泉  

松松山山赤赤十十字字病病院院 

松松山山市市役役所所  

付近見取図南西側外観イメージ

3

Japanese Red Cross Society

◆本事業の普及性、波及性

●当院が所在する松山市は、全国23都市が指定されている「環境モデル都市」の
一つであり、持続可能な低炭素社会の実現に向け高い目標を掲げている都市で
あります。

●環境配慮型都市としての取り組みを進める松山市と、環境に優しい医療施設を
目指す当院とがＢＥＭＳ装置などのＩＴ技術の活用、地域連携強化により、ス
マートコミュニティータウンを一体となって推進することで、次世代の低炭素
社会に向けた取り組みを公開・発信し、松山市全域、愛媛県全体にエコ活動が
広く普及・波及することを期待しています。

情報共有

(相互取組)

松山市HPより引用

松山赤十字病院の取り組み
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Japanese Red Cross Society

◆導入されている省CO2技術の特徴 ①

Ⅰ.自然環境と共存

◇年2,000時間以上の日照時間に恵まれた
地位特性を最大限に活かします。
・日射を活用した自然換気
・自然採光と日射負荷抑制を巧みに利
用した建築ファサード計画。

・太陽熱温水設備、太陽光発電
◇リサイクル材活用,地産地消材料利用,
井水等の未利用熱を有効利用します。 自然光と自然換気を利用した心地よい病室イメージ

Ⅱ.安心で快適なエコホスピタルの構築

◇患者に優しい手術室
HFC冷媒を直接放射パネルへ利用する国
内初の輻射空調方式を手術室へ採用。
執刀医、スタッフ、患者に対し最適な
温熱環境を構築します。

◇安心できる治療空間
4床室ベッド毎の温調、可変風量時も冷暖
房到達気流速が一定のVACV(可変風量風速
一定)型吹出口を採用し快適性と省CO２を実現。

・

 

手術室輻射空調概念図
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Japanese Red Cross Society

◆導入されている省CO2技術の特徴 ②

Ⅲ.省エネ技術の利用

◇厨房空調・換気エネルギー削減
最新のセンシング技術、連携の少なかった
HACCP監視端末等と組み合わせ、従来に対し
て40％以上の省エネルギーを目指します。

◇先進性の高い設備システムの導入
1,500ｍ３の温度成層型水蓄熱槽、井水熱利
用、病棟排気の顕熱回収コイル等、様々な
高効率化技術により大幅な省CO２を実現。

Ⅳ.広めるエコ・続けるエコの発信

◇広めるエコへ
エコ意識を広げるには「エコ活動参加、
エコを実行する気持ち」が重要と考え、
日常馴染のあるスマート端末等を用い、
エコ意識向上を目指します。

◇続けるエコへ
運用段階での継続的なCO２削減策として
web対応型FMS(維持管理ツール)とBEMSを
融合し、建物LCCO２削減を目指します。

厨房施設センシング技術活用イメージ図

「広めるエコ」実現のシステム概念図
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Japanese Red Cross Society

◆非常時のエネルギー自立と省ＣＯ２の実現を両立する取り組み

１）非常時の建物の機能維持に関わる基本的な考え方、目標

電力設備
非常時のエネルギー自立
発電機を設置し、約５日程度自立が可能

飲料水設備 受水槽と備蓄倉庫にペットボトルを保管：約3日程度自立が可能

雑用水・
排水設備

過去の震災例から下水本管復旧は時間が掛かると想定。
排水リサイクルと非常用汚水貯留槽と合わせ、２０日程度自立が可能。

都市ガス設備 耐震性の高い中圧ガス管を引き込み

２）エネルギー自立と省ＣＯ２技術

追加設備 災害時のおける主な機能 省ＣＯ２への貢献

井水利用設備 災害時のトイレ洗浄水と飲料水利用
未利用エネルギーの井水熱を
空調へ利用し省CO２を実現。

自然エネルギー 太陽熱温水・発電,自然換気,自然光を利用し
非常時に電力に頼らない室内環境を実現。

平常時の消費エネルギー低減。

排水リサイクル 通常時は厨房除外設備、災害時は中水処理設
備へ転換させ汚水をトイレ洗浄水へ利用。

厨房除外性能を中水処理性能の
多機能化により節水を実現。
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Japanese Red Cross Society

◆地方都市等での先導的な省ＣＯ２技術の普及、波及につながる取り組み

①市民への普及・波及効果の高い施設

・本施設は1日の来院患者は約1,600人と松山

市の中核医療施設となっています。

・また、小中高・大学で構成される文教地区

の一角に位置しており、こうした教育施設

に対し「環境技術・情報に触れることがで

き、環境教育の啓発・啓蒙」につなげるこ

とが可能です。
文教地区における地域ネットワークマッピング

②当該地域の上位計画等との関わり、位置づけ等

・「サンシャインプロジェクト松山」に代表

されるように、環境モデル都市松山と本施

設の環境配慮取り組み活動・情報を共有す

ることを計画しており、地域社会に広くエ

コ活動が広がることを期待しています。

地域連携型スマートコミュニティーイメージ

松山城 

松山大学 

愛媛大学  

勝山中学校  清水小学校 

 松山赤十字病院  

松山北高校 

 東雲小学校  

東中学校

松山東高校 
愛媛大附属 
小・中学校 

 半径 1km  
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Japanese Red Cross Society

自然の恵みも活かした

省エネ・創エネで

環境配慮に取り組み

＜ 先導的提案の要素技術 ＞

＜ CASBEE 評価シート＞

CASBEE 2014

BEE値 4.1

Sランク を達成

基準モデルより

ライフサイクルCO2排出量

31％削減を達成

2-1　建築物の環境効率（BEEランク&チャート） 2-2 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート） 2-3　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ）

4.1

標準計算

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一般

的な建物（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目安

で示したものです

BEE = 

★C: ★★: -B★★★: +B★★★★A: ★★★★★S: 30%: ☆☆☆☆☆ 60%: ☆☆☆☆ 80%: ☆☆☆ 100%: ☆☆ 100%超: ☆

20

81 4.1

0 50 100

0

50

100

・
ﾂ・
ｫ・
i・
ｿ・
p

環境負荷 L

S A B+

B-

C

3.0

0.5

1.5 BEE=1.0

0 46 92 138 184 230 276

建設 修繕・更新・解体 運用 オンサイ ト オフサイ ト

100%

69%

69%

69%

①参照値

②建築物の取組み

③上記+②以外の

オンサイト手法

④上記+

オフサイト手法

）2 m・年/2CO-kg（

1

2

3

4

5

Q2 サービ

ス性能

Q3 室外環

境

(敷地内)

LR3 

敷地外環境

LR2 資源・

マテリアル

LR1 

エネルギー

Q1

室内環境

◆サステナブル建築技術のまとめ
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Japanese Red Cross Society

「地域医療連携フォーラム」 「ブラックジャックセミナー」

「職業体験イベントキッズニア」 「ふれあい看護体験」

「小学生親子体験見学教室」

「石鎚山御山開き救護活動」



渋谷区スマートウエルネス
新庁舎プロジェクト

三井不動産レジデンシャル株式会社

国土交通省 平成27年度第1回
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

2015年11月25日
第16回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

プロジェクトのプロジェクトの全体概要

渋⾕区新庁舎（庁舎・公会堂）の建替プロジェクト
現渋⾕区庁舎敷地の⼀部に渋⾕区が70年の定期借
地権を設定し、⺠間事業者が活⽤することで、定期
借地の権利⾦と等価の新庁舎を建設する他に類例の
無い建替えスキーム

渋⾕区スマートウエルネスシティを指向したリーデ
ィングプロジェクト
「健康で元気に暮らせるまち」の渋⾕駅周辺地域への展開
のために、まちを歩く楽しみ、スマートウエルネスコミュ
ニティの育成、健康に対する安⼼感といったスマートウエ
ルネス（健幸）の実践の場づくりとして位置づける

緑豊かな周辺環境と調和する敷地全体の⼀体的整備

1



計画敷地・配置計画の概要

整備前

⺠間建物

庁舎

公会堂

NHK放送センター 代々⽊公園

神南⼩学校整備後

2

公会堂

庁舎

NHK放送センター 代々⽊公園

神南⼩学校

渋⾕区の中⼼に位置する新庁舎敷地

渋⾕駅から代々⽊公園をつなぐ

3



公会堂

ホール客席居住域空調
壁吹出・床吸込の変風量の居住域
空調を採用

LED照明
全館にLED照明を採用

エネルギー⾒える化・BEMS
区民・職員へのエネルギー見える化
のためのデジタルサイネージと省エ
ネサポートが可能なBEMSを採用

超節⽔便器
超節水型の便器を採用

省資源・節水

パッシブ建築

省エネ設備システム

⾬⽔利⽤
屋根に降った雨を雨水貯留槽に貯
水し、便所洗浄水などに再利用

再生可能エネルギー
太陽光発電

屋上に太陽光発電約50kWを採用

屋上緑化
公会堂屋根に屋上緑化を採用

庁舎

居住域空調
吹抜空間は居住域空調を
採用

⾃然換気
自然換気窓と通風効果を利用した
自然換気を採用

緑化ルーバー
植物の蒸散効果による外気冷却、アメニティ
向上などが期待できる緑化ルーバーを採用

ダクトレス空調
「ゆらぎ」を生み出す変風量のダクトレス空
調システムを採用

クールビズ対応空調
夏期の除湿が可能な外気処理空
調機と最適外気導入量制御を採用

庇・ルーバー
外壁に庇とルーバーを採用

⾃然採光
昼光率の高い執務室の窓上部に拡散光を室
の奥まで導入できる光拡散フィルムを採用

冷却⽔･コージェネ排熱のカスケード利⽤
夏期のホール空調用の再熱熱源として冷凍機の
冷却水排熱とコージェネ排熱をカスケード利用す
るシステムを採用

ガスコージェネレーション
災害に強い中圧ガスを利用したブラックア
ウトスタート対応のコージェネレーションシ
ステムと高効率熱源システムを採用

照明省エネ制御
明るさセンサー、人感センサーなどによる照
明の省エネ制御を採用

先導的な省CO2技術の取り組み 4

太陽光発電の停電時利⽤
停電時の非常用電源として太陽光発電
を利用できるシステムを採用

.

.

防災備蓄倉庫
食料、飲料、生活必需品、救出用具、
避難用具などを備蓄

給排水

構造

エネルギー供給

建築計画

免震構造
庁舎は3階床下に免震層を設けた中間層
免震構造を採用

5⽇間運転可能な⾃家発電設備
120時間（５日間）分の運転が可能なオイル
タンクを設置

コージェネレーションの停電時利⽤
停電時の非常用電源としてブラックアウトス
タート対応のコージェネレーションシステム
を採用

災害活動拠点機能
渋谷区の災害対策本部を有する信頼性の
高い災害活動拠点機能を整備

災害に強い中圧ガスの利⽤
地震災害時でも供給信頼性の高い中圧ガ
スを発電と熱源に利用

帰宅困難者⽀援（受⼊）機能
地震が発生し交通機関が止まった
時に帰宅困難者が利用可能な帰宅
困難者支援（受入）機能を整備

災害貯留槽
下水道途絶時は災害貯留槽に
排水を貯留

雑⽤⽔の確保
断水時に備えて雨水利用槽と雑用水受
水槽で災害時に必要な雑用水を貯水

飲料⽔の確保
断水時に備えて上水受水槽で
災害時に必要な飲料水を貯水

災害⽤井⼾
断水時に備えて災害用井戸で
飲料水や雑用水を確保

中央管理室
庁舎・公会堂の警報・監視・設備運転
管理を司る中央管理機能を整備

公会堂

庁舎

⾮常時のエネルギー⾃⽴を実現するための取り組み 5



⾃然採光

⾃然通⾵

ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾊﾞﾙｺﾆｰ ⾃然換気窓

⾃然通⾵

光拡散フィルム
緑化ルーバー

① ゆらぎを⽣み出すダクトレス空調と
⾃然の光・⾵・緑を感じる健康で快適な執務環境

6

外装には庇・ルーバー、緑化ルーバー、
Low-Eガラス、⾃然換気窓を採⽤、
⽇射負荷の低減、中間期の⾮空調化、
植物の蒸散効果による外気冷却と
アメニティの向上などを実現

⾃然の光や⾵や緑を感じる健康で快適な執務環境イメージ

庁舎窓廻り⽴断⾯図

VAV制御イメージ
0%

100%

従来の制御
温度センサーによって
決まるVAVの要求⾵量
で吹き続けている

吹出⾵量

時間

⼀定時間に送⾵する
⾵量は同じだが、
⾵量が変化する制御

⾯積＝総⾵量は同じになる

① ゆらぎを⽣み出すダクトレス空調と
⾃然の光・⾵・緑を感じる健康で快適な執務環境

7

変⾵量のダクトレス空調を採⽤、搬送エネルギーの低減、
「ゆらぎ」と天井放射効果による健康で快適な温熱環境を実現

提案する変⾵量制御
時間軸で変化させる新しい概念を導⼊
（⼀定時間内の送⾵量は同じ）

１スパン1セットで
VAVを交互に開閉・変化

SA

ファンコイルユニット

1スパン2個のノズル吹出⼝・VAVを
交互に開閉・変化させ、到達距離や
温度むらの問題を解消しつつ、
「ゆらぎ」を⽣み出し、コアンダ効果
から⽣まれる天井放射効果と相まって
健康で快適なダクトレス空調システム
を⽬指す

ダクトレス空調システムのユニットの考え⽅



執務室

インテリアペリメータ

F INV

インテリア⽤空調機外気処理空調機

INV

廊
下

WC

排気ファン
余剰排気ファン

ファンコイルユニット

F INV

VAV

ダクト分岐⽤取出⼝

ノズル吹出
⼝ 除湿運転で

クールビズ対応

空気搬送
エネルギー低減

外気冷房対応

天井放射効果

「ゆらぎ」を⽣み出す
ダクトレス空調

時間軸で変化させる
VAV制御

潜顕分離で
役割を明確化

送⾵側でミックスして
ファン⾵量を低減

29
00
m
m

⾼効率
空調機

① ゆらぎを⽣み出すダクトレス空調と
⾃然の光・⾵・緑を感じる健康で快適な執務環境
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庁舎執務室のダクトレス空調システム概念図

庁舎基準階執務室の空調・換気ゾーニング図
ペリメータFCUVAVゾーニング

EA

EA OA

EA（余剰排気）

RA

SA
EA

EA

SA

SA

S
A

VAVの制御単位

ホール居住域空調システム概念図壁吹出・床吸込の気流イメージ

客席

⾮空調ゾーン

② ホール客席における「ゆらぎ」も⽣み出せる
変⾵量による新しい居住域空調

9

壁⾯吹出・床吸込により空気搬送エネルギーと再熱負荷の低減が可能で
「ゆらぎ」も⽣み出せる、変⾵量による新しい居住域空調システムを実現

舞台 1F前⽅客席

2F客席

3F客席

床下レタン
チャンバー1F後⽅客席

スノコ EA OA

RA

RA

EA
OAOA

OA

RA
RA

RA
SA

2F客席系統空調機
3F客席系統空調機

1F前⽅客席⽤
SAを壁⾯から送⾵

SA

1F前⽅客席系統空調機
1F後⽅客席系統空調機舞台系統空調機

3F舞台袖席は天井SA
床⼜は壁RA

2F舞台袖席は壁SA
床⼜は壁RA

シーリング
スポット

フォロー
スポット

排気（熱排気）

舞台上⼿・下⼿から
床⾯にゆっくり送⾵し

居住域を空調

EA

EA EA

床吹出・座席吹出の居住域空調の課題
吹出温度差があまり取れず、
空気搬送エネルギー・再熱負荷
が増加



エネルギーシステムフロー図

公会堂系統

庁舎系統

直だき吸収冷温⽔機

CT

冷却塔

CGS排熱回収
熱交換器

RH-2

RH-3

RH-1

CT CT

CGS-1〜4

ガスエンジン
コージェネレーション

直だき吸収冷温⽔機

排熱回収型
直だき吸収冷温⽔機

CD CD
R

CH

H
C

CHR

HR
CR

CHR

CHR

CHR

HR

CH

CH

CH

H

HH

HH
HHR

CDR
CD

冷却⽔排熱回収
熱交換器

INVx8

INV

INV

INV

INV

INV

INV

INV

ホール空調⽤の再熱熱源として、冷凍機の
冷却⽔排熱とコージェネ排熱をカスケード利⽤

夏期のコージェネ排熱の余剰分は排熱
回収型直だき吸収冷温⽔機で有効利⽤

災害に強い中圧ガス
を利⽤した

コージェネレーション

２次ポンプの台数制御･インバータ制御
･末端差圧制御による変流量システム

最⾼効率の吸収冷温⽔機

AC,FCU

AC,FCU

③ ⾮常時のエネルギー⾃⽴と
冷凍機の冷却⽔排熱・コージェネ排熱のカスケード利⽤

10

災害に強い中圧ガスを利⽤したコージェネレーション、太陽光発電を採⽤、
⾮常時のエネルギー⾃⽴と省CO2の実現を両⽴

庁舎のCO2削減効果
分類 CO2削減策 CO2

削減率

ﾊﾟｯｼﾌﾞ
建築

⾃然換気を積極的に促進する外装計画 4.0%
オフィスの昼光利⽤照明制御 5.2%
⾃然採光により消灯可能な共⽤部 2.1%
緑化ルーバー・Low-eガラスによる外⽪性能向上 1.9%

空調
換気
衛⽣

排熱利⽤・⾼効率熱源システム 7.8%
ダクトレス空調と最適容量化 4.8%
クールビズ対応空調 1.9%
CO2濃度制御/外気冷房制御 2.9%
⽔搬送ポンプインバータ化と⼩⽔量ポンプ 1.2%
⾼効率モーター・ファンの採⽤、衛⽣ポンプINV 0.8%
節⽔型トイレの採⽤と衛⽣ポンプINV 0.5%

電気
照明

オフィスLED照明と設計照度の低減 11.7%
共⽤部LED照明 1.6%
⼈感・明るさセンサ－による共⽤部照明制御 0.6%

創エネ 太陽光発電（50kW） 1.3%
その他 コージェネレーションシステム 2.4%

分類 CO2削減策 CO2
削減率

ﾊﾟｯｼﾌﾞ
建築

ホワイエの⾃然採光と共⽤部の昼間消灯 2.3%
⾼性能Low-eの採⽤等⽇射負荷・断熱性配慮 2.0%

空調
換気
衛⽣

排熱利⽤・⾼効率熱源システム 7.8%
ホール客席の居住域空調 5.0%
ホール客席の変⾵量制御 3.2%
全熱交換器＋CO2濃度制御による外気負荷削減 6.5%
コイルバイパス制御による再熱負荷抑制 0.5%
⽔搬送ポンプインバータ化と⼩⽔量ポンプ 0.8%
⾼効率モーター・ファンの採⽤、衛⽣ポンプINV 2.7%
節⽔型トイレの採⽤と衛⽣ポンプINV 0.0%

照明 LED照明 6.4%
⼈感センサ－による共⽤部照明発停制御 0.3%

公会堂

庁舎

0
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70

80

1 2

CO
2排

出
量
原
単
位
[k
g-
CO
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㎡
]

給排⽔

エレベータ

給湯

換気ファン

OAコンセント

照明

空気搬送

⽔搬送

熱源

庁舎⽐較対象※

約48.3%減

全体で約46.8%のCO2削減

※省エネルギーセンター公表 庁舎平均値⽐

公会堂のCO2削減効果

0

20

40

60

80

100

120

140

1 2

CO
2排

出
量
原
単
位
[k
g-
CO
2/
㎡
]

その他

給排⽔

エレベータ

給湯

換気ファン

OAコンセント

照明

空気搬送

⽔搬送

熱源

公会堂⽐較対象※

約37.6%減
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※ 東京都 ⽂化施設 標準⼀次エネルギー消費原単位⽐



（仮称）TGMM芝浦プロジェクトにおける
次世代地域エネルギー事業モデル

東京ガスエンジニアリングソリューションズ株式会社

国土交通省 平成27年度第1回
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

2015年11月25日
第16回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

プロジェクトの全体概要

・東京オリンピックに向けて世界に発信する先進的かつ魅⼒的なまちづくりのショーケース
・安⼼・安全な都市エネルギーインフラの段階的拡張
・低炭素化とレジリエンス性能の向上を図る⾼度な省CO2・防災推進モデル
・CO2排出量30％削減（2005年⽐）、CASBEE-街区-Sランクという⾼い⽬標設定

・港区のまちづくりビジョンのもと、スマートシティの⼀翼を担う東京ガスグループと⾼付加価
値な都⼼複合開発の実績を誇る三井不動産、三菱地所が協働で進める開発へのエネル
ギーマネジメント整備プロジェクト

②ホテル棟
延床面積：11,000㎡
階数 ：地上9階

地下2階

③B棟
延床面積：145,000㎡
階数 ：地上36階

地下2階

熱と情報の相互融通

①A棟
延床面積：135,000㎡
階数 ：地上31階

地下2階

第二ｽﾏｰﾄ
エネルギーセンター

（B棟先行部）



低炭素で安心・安全なまちを実現する次世代地域エネルギー事業

特徴1
既存街区のスマートエネルギーセン
ターとの連携による更なる⾼効率化
・⾼効率なエネルギー供給と両街区に賦存
する再⽣可能エネルギー等の最⼤活⽤

特徴3
停電対応型⾼効率CGSの活⽤等による
確かなBCP基盤の構築
・停電時に必要な熱・電気の100％を継続
供給

特徴2
SENEMSによる既存街区も含めた両街
区全体の需給最適化制御
・エネルギーの⼀括管理・最適制御の全⾃動
化の実現とエリアエネルギーの最適化

特徴4
全事業者参加型環境コミュニケーション
・スマートエネルギー部会によるエリアエネルギー
最適化に向けた継続的な取組

既存街区

次世代地域エネルギー事業_エネルギーマネジメントシステム

第⼆スマートエネルギーセンターの建設と既存センターとの連携による両街区全体での需給最適化



熱と電気の⼀括集中
管理制御
・熱電最適デマンド
制御
・統合SENEMSによる
両街区のエネルギー
の需給最適化
・運転計画・制御の
全⾃動化

まちづくりの進展に合わせて
段階的に拡張
・熱と情報の相互融通

確かなBCP基盤
・⽔槽拡充と多⽬的
井⼾の設置
・BOS対応ガスエン
ジンCGS
・既存街区への電⼒
バックアップに向け
た配電線の構築

⽇本の最先端技術
・超⾼効率な⾃⽴型
電源SOFC＜開発中＞
（発電効率

50％以上）

エネルギー利⽤の創意
⼯夫の創出
熱を使い尽くす︕
・CGS IC内低温⽔
の空調利⽤
・CGS室内暖気の
外調機利⽤

次世代地域エネルギー事業を支える先導的技術

④段階的ネットワーク
の形成

③レジリエンス性能
の向上

①次世代燃料電池
の導入

⑤ステークホルダー
間のコミュニケー
ションによる革新

②エネルギー
ビックデータの
統合的活用

スマートタウン・ショーケースを構築

Ⅱ街区特有の『技術の5本柱』

日本の技術を世界へ発信
地方を含む全国のまちづくりへ展開

①先進技術を駆使した次世代燃料電池の導入

Ⅰ街区：PAFC 100kW
発電効率41％

Ⅱ街区：SOFC
発電効率5０％以上

（開発中）

日本の先進技術の集約
⾼効率、設置容易性

屋外設置による見せる化
（技術のショーケース）

モノレールの乗客や
歩⾏者デッキ利⽤者等
あらゆる⾓度での⾒せる化

都心複合開発 初

⽇本の技術を集約した次世代燃料電池CGS『SOFC』の導⼊

高効率・高品質な次世代燃料電池
（開発中）



Ⅱ-2街区では、
⼆つのオフィス棟、ホテル棟、第⼆ス
マートエネルギーセンターが、電⼒のネ

ットワークでつながっている

両センターを統合して
最適解を算定、
全⾃動運転を実現

既存、新規合わせた地域の熱負荷を
積極的に制御し、エネルギー利⽤と

製造を最適に制御

既存街区熱・電力負荷
熱デマンド最適化

両街区のエネル
ギー需給最適化

②エネルギービックデータの統合的活用

デマンドレスポンス

Ⅰ街区：ＳＥＮＥＭＳ
Ⅱ街区：統合ＳＥＮＥＭＳ

既存＋新規合わせたエリアにおいて、ICTを活用
し、建物とスマートエネルギーセンターを連携し、

エネルギー需給を一括管理・最適制御する

統合ＳＥＮＥＭＳ

街区でデマンドを削減す
ることが重要

デマンドレスポンスの要求
にも街区としての対応

Ⅱ-2街区熱・電力負荷

気象データ

未利用・再生可能エネル
ギー利用可能状況

空調機運転状況 熱源機運転状況

今後の電⼒・ガス⾃由化を意識したエリアエネル
ギー最適化に向け、膨⼤なエネルギーデータを⼀
括管理・最適制御を実現するため、業務、商業
、ホテル、（既存では病院、公共公益複合施
設）の詳細データ（数秒間隔〜）を計測、活
⽤

電気デマンド
最適化

③エネルギーレジリエンスの向上

Ⅰ街区：７２ｈ継続
（日レベルBCP）

Ⅱ街区：より長期に継続
（週レベルBCP）

より⻑期となる週レベルのBCPを実現可能

ﾎﾃﾙ

事務所等 事務所等

第1SEC第2SEC

停電時でも
電気と空調と情報を

絶やさない
逃げ込める街

熱・電気 継続供給

公共公益

病院

CGS 熱源
CGS 熱源

①中圧ガス
②停電対応可能な
⼤型・⾼効率CGS

レジリエンス実現⼿段

③冷却⽔⽤の
⽔槽容量の拡充
＋防災井⼾

④既存Ⅰ街区への
⾃営線

防災井戸

＜災害時に必要な
電⼒・熱負荷に対して＞

・Ⅱ-2街区へ
100％供給可能

・既存Ⅰ街区へ融通可能
・⻑期BCP対応可能
・地域の防災拠点への

バックアップ体制完備

レジリエンス実現内容

⑤センター間連携による
バックアップ

⑥統合SENEMSによる
エネルギー利⽤の
最適化



④まちの進展に合わせた段階的なネットワークの形成

TG業務棟

MM業務棟

ＭＭホテル棟 第二スマート
エネルギーセンター

（B1F)

既存エリアと熱融通することに
より両街区全体のCO2排出量を

16% 削減

統合ＳＥＮＥＭＳ

Ⅱ街区オリジナル；
段階的拡張モデル

第二スマートエネルギー
センターCO2排出量

74％ 削減

（2005年比）

⑤ステークホルダー間のコミュニケーションによる革新

Ⅱ街区オリジナル；
コミュニケーションの
活用によるCGS廃熱

の最大活用

全熱交換器

ＣＧＳ室

空調機

その１：CGS室内暖気の
外調機利用

CGSの発熱によるCGS室の温度
上昇を店舗の暖房として活⽤

店舗

その２：CGSインタークーラー
低温水の空調利用

通常冷却塔で放熱している
低温廃熱を店舗の暖房として活⽤

店舗

ＣＧＳ室は
機械の発熱で
冬でも暑い

インタークーラーの
廃熱は利⽤しずらい
温度のため冷却塔に
放熱するだけ・・・

ガスエンジンの総合効率を

1.3% 向上

エリア暖房負荷の

2.7%
をCGS未利用
廃熱でカバー

スマートエネルギー部会でのステークホルダー間の調整により、エネルギーセン
ター近傍への店舗配置を実現。これまで利⽤できなかったCGSの低温度廃熱
を最⼤限に活⽤可能。（建築計画への反映）



・BOS対応⾼効率CGS
・センター連携による相互
バックアップ機能強化
・災害時に必要な熱と
電気の100％継続供給
・既存街区への⾮常時の
熱・電気の融通

・エネルギー効率活⽤に向けた
創意⼯夫
・全事業者参加型のエネルギー
町内会による継続マネジメント
・エネルギー利⽤に関する共通
ルールの設定
（防災・リスクマネジメント）
・テナントの⾏動誘導と環境
コントロール

・エリア全体で天候、負荷
等を鑑みた最適運⽤に
よるプラント効率の向上
・統合制御による
既存センターの無⼈化

・超⾼効率SOFC
・再⽣可能エネルギー
・建物側データ収集と
制御によるエネルギー
需給の最適化
・熱、電気のデマンドレス
ポンスへの対応

次世代地域エネルギー事業の段階的拡張モデルとして

東京オリンピック等での日本の技術・スマートを世界へ発信する拠点へ

スマートエネルギー
センターの建設

既存センターとの
連携

レジリエンス⾼度化
エリアの構築

⾏動誘導型環境・防災
コミュニケーション
マネジメント

環境性の⾼い
持続可能な
都市開発へ

全国の既存地域
熱供給施設へ

官⺠が⾼い⽬標を
共有した防災に
つよいまちづくりへ

創意⼯夫の創出等
⾰新的エリアエネルギー
の町内会運営へ

地方都市を含む全国のまちづくりへ展開

TG業務棟

MM業務棟

ＭＭホテル棟

児童福祉施設
愛育病院

第一スマート
エネルギーセンター

公共公益施設

完成イメージ

第二スマート
エネルギーセンター

エリアCO2排出量

３０％ 削減

（2005年比）
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ご清聴ありがとうございました



広島ナレッジシェアパーク開発計画にお
ける省CO2及びスマートコミュニティ推進

広島ガス株式会社

株式会社M・E・M

国土交通省 平成27年度第1回
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

2015年11月25日
第16回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

1.開発計画概要

広島ナレッジシェアパークは、広島市中心部に残された数少ない大規模未利用地である広島市中区東千田地内
に計画されている、学住連携を目指した複合開発区です。本エリアに、住宅・スポーツクラブ・老健施設等の複数
建物を開発する計画においてエネルギーの一括管理と、省CO2機器の集中配備を行うとともに、地域の防災拠
点として活用できるようスマートコミュニティの推進を行います。

本計画においては、「継続的スマートコミュニティの推進」をテーマとして、複数事業者で連携した事業推進を行
います。

事業提案書より抜粋 1



1.1.パーク建設コンセプト：知を育み、定着させ、持続させる街づくり

事業提案書より抜粋

広島ナレッジシェアパーク

“ひろしまの「知の拠点」再生を実現する”。
それは、かってのように広島大学跡地全体が、
一体的に「知」を育む場になることだと考えます。

「常に人々がいて賑わい、知を育み未来へ伝え、
その知がまちをより良くしていく。」
そ私たちは、このサイクルを創出することで、
広島大学跡地全体での「知の拠点」再生を実現します。

サイクル創出のため、「知の拠点」を支えるゾーンとして果たすべき機能

知を育てる 知を定着させる まちを持続させる

広島大学跡地における
「知」育成支援機能を
多数化・多様化、
さらにそれらを連携

さまざまな居住機能の導入により、
多世代・多様な層が常に
暮らし、集い、学び合い

地域に根づくコミュニティの創出

人々を健やかにし、
豊かな未来をつくり、

環境を維持する
タウンマネジメントの実施

2

2.街区、複数建築物におけるエネルギー共有の課題

+ ＝

時間別電力利用量の推移

■課題1：一括受電によるピークカット（調達費用削減）に効果はあるのだが。。。。

■課題2：システム構築はできるが持続的運用が。。。。

＜スマートコミュニティ構築の現状＞

デベロッパ 初期投資
地権の売却及び
借地費用で回収

複数建物を一の需要地として対応できる場所が少ない
（柵・へい・道路などで区切られない敷地であることが必要）

エネルギー管理自体で運用費用を生み出さなければ持続的運用が困難
（エネルギー管理を行うことによる費用確保が必要）

メインプレーヤを入居者
又は地域事業者としたい

3



2.1.課題解決の方向性

4

■課題1：一括受電によるピークカットを推進するために理想的な環境（立地）

■課題2：持続的運用の行うための費用確保とスキーム構築

立地

広島大学跡地という
道路等で分割されな
い広い敷地で複数の

建物建設

建設環境

複数のデベロッパが
開発に携わるがパー
ク一体開発のため柵
・へいを設けない

+ ＝
一の需要地とし
て電力需給が

可能

運営

地域事業者が事業参
画を行うとともにコスト
メリットを直接タウンマ

ネジメント組織に提供

費用確保

コストメリットを入居
者が直接受けられる

仕組みづくり

+ ＝

①スキーム構築に
よる入居者のメリッ
ト向上
②メリット高めるた
めに省エネ・省
CO2機器積極導入

3.事業コンセプト：持続可能な環境を目指して

省エネ・省CO2機器の
導入

ピークカット支援機器
（仕組み）の導入

省エネ・省CO2継続化
機器の導入

ガスヒートポンプエアコン

ガスコジェネレーション

一括受配電設備

エネルギー管理システム

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
構
築

更
に

タウンマネジメント
組織による

エネルギー運営

産官学と連携した継続
的な省エネ・省CO2意

識の醸成

5



3.1.本事業で目指すもの
本事業においては、他地域での先進的な実証で得られた成果を展開するとともに、既存課題である「ビジネスモ

デルの確立」に踏み込みたいと考えています。

これは、スマートコミュニティの発展に向けて、利用者・エリア管理者・参画企業すべてにメリットが出るよう推進
します。

エネルギー
の面的利用

エリア一括受電

天然ガスを利用した
省CO2

CGSを活用した災害
対策

電気・熱（ガス）を含め
たエネルギー管理

エネルギー
管理

周辺地域と協調したク
ールシェア等

その他

他地域におけるスマ
コミ成果の展開

大学・市民講座等に
よるリテラシ向上

タ
ウ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
寄
与
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
築
に

よ
る
、
永
続
的
な
低
炭
素
社
会
の
実
現

実施項目 実現手
段

目標

入
居
者
・
事
業
者
の
コ
ス
ト
を
含
む
メ
リ
ッ
ト
最
大
化

最終形態

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン

参
入
事
業
者
ビ
ル

（
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
）

一括受電設備

ガスコジェネレーションシステム

ガ
ス
・
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

（
Ｇ
Ｈ
Ｐ
）

電気・熱（ガス）を各ビルに供給・管理し、ランニング
コスト削減を図りながら、タウンマネジメントに寄与
します。

電気供給

電気供給

熱
供
給

6

4.導入システム（システム全体）

電
力
会
社

一
括
受
電
設
備

（
受
配
電
設
備
）

ナレッジシェアファーム

分譲マンション
（ナレッジシェアプラザ）

ナレッジシェアコミュニティ

スポーツクラブ

カーライフパーク

広島大学
（東千田キャンパス）

高圧受電 CGS

CGS

GHP

GHP

GHP

GHP

電力供給 熱供給

CGSからの電力供給

[凡例]
H27年度内工事完成部分

： 電力供給にかかわる機器
および接続

： 熱供給にかかわる機器
および接続

H28年度内工事完成部分
： 電力供給にかかわる機器

および接続
： 熱供給にかかわる機器

および接続

高
圧
配
電

～熱（ガス）関連機器は本補助申請対象外～

CGS発電は非常用
電力として活用可能

↓
地域への非常用コン
セント提供も実施

7



5.エネルギー管理システム（電力・ガス複合システム）

クラウドＥＭＳサーバ
・計測データ収集
・デマンド警報
・閾値により自動制御

■ナレッジシェアファーム
・電力量計測：居室（１４６戸）
・電力量計測：共有部（５点）
・ガス計測（１５１点）

専有部【電気】

146戸（MB室）

PLCﾓﾃﾞﾑ

共用部

テナント

PLCﾓﾃﾞﾑ

PLCﾓﾃﾞﾑ

PLC親機

PLC親機

RS485

PLC：電力線通信

R N Ｔ

ガスメータ 151台

×17台

収集装置

【ガスパルス】

収集装置

【電気】

注1,2

RS485

注3

EMS収集データ

ガスメータ 2台

PIセンサ

収集装置

【デマンド】

注1

PIセンサ

MicroLAN

高圧電力量計 普通級
パルス仕様品

定格：６６００／１１０Ｖ ５０/5A

GHPデータ収集ＰＣ

・高圧受電電力量計測（１点）
・ガス計測（２点）
・ＧＨＰ室内情報収集（１１６２点）

■知的人材育成センター

ガスメータ 4台

PIセンサ

収集装置

【デマンド】

注1

PIセンサ

MicroLAN

高圧電力量計 普通級
パルス仕様品

定格：６６００／１１０Ｖ ５０/5A

・高圧受電電力量計測（１点）
・ガス計測（４点）

■スポーツセンター

ガスメータ 3台

PIセンサ

収集装置

【デマンド】

注1

PIセンサ

MicroLAN

高圧電力量計 普通級
パルス仕様品

定格：６６００／１１０Ｖ ５０/5A

GHP・ＭＣＧＳ
データ収集ＰＣ

・高圧受電電力量計測（１点）
・ガス計測（３点）
・ＧＨＰ室内情報収集（１５９６点）
・ＭＣＧＳ計測情報収集（４点）

■ナレッジシェアコミュニュティ

ガスメータ 2台

PIセンサ

収集装置

【デマンド】

注1

PIセンサ

MicroLAN

高圧電力量計 普通級
パルス仕様品

定格：６６００／１１０Ｖ ５０/5A

GHPデータ収集ＰＣ

・高圧受電電力量計測（１点）
・ガス計測（２点）
・ＧＨＰ室内情報収集（４２０点）

■カーライフパーク

PIセンサ

御見積対象外御見積対象外
御見積対象外

御見積対象外

御見積対象外
御見積対象外 御見積対象外 御見積対象外

御見積対象外

御見積対象外

サイネージ用

LCDPC
御見積対象外

サイネージ用

LCDPC

御見積対象外

サイネージ用

LCDPC

御見積対象外

サイネージ用

LCDPC

御見積対象外

サイネージ用

LCD
PC

ルータ・HUB ルータ・HUB ルータ・HUB

電力量表示 デマンド管理 履歴表示 受要予測

 

 

 

ルータ・HUB
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6. スキーム構築と計画の現状

電力会社

ガス会社

タウン
マネジメント
組織

マンション入居者
入居事業者

運営受託事業者

②

②’

③

④

④ ’

街づくり協議会（仮称）

①

サポート
広島市・広島大学
広島ガス・中国電力・NTT西日本 ■契約等の流れ

①施策検討等
②電力供給契約 ・ ②’ガス供給
③エネルギー供給契約
④サービス運営契約
タウンマネジメント会社で対応でき
ない設備保有・運用および料金回
収代行を実施します。

④‘料金回収代行

タウンマネジメント会社の運営体制スキーム図（合意書にて記載）

事前検討

デベロッパ及
びエネルギー
会社での初期
検討

開発事業者と検討
会社の合意書制定

■参加会社
・三菱地所レジデンス、広島
大学等入居者・開発事業者
9社
・検討会社：広島ガス・中国電
力・NTT西日本

計画・設計

（デベロッパ，検討
会社）

構築

(広島ガス，M・E・
M)

タウンマネジメント会社等
運営体制構築

（デベロッパ）

運営開始

←完了 進行中→

■スキーム構築

■進行状況
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7.エネルギー/CO2削減効果及びピークカット

＜エネルギー・CO2排出量削減＞
ガス利用及びエネルギー管理により、エリ

ア全体でのCO2削減量を 283.4ｔ/年
と試算しています。

なお、本削減量には本申請対象外となるガス
機器の集中配備によるものも含みます。

＜エリアピークカット＞
複数建物の一括受電により、8月期のピーク

カットを 27％ 達成可能と試算しています。

なお、本数値には高層マンション分を計上し
ていません。
→高層マンション完成時には、エリアピークカ
ット率が向上し、さらなる省エネルギー・CO2

の削減が可能となります。

■電力削減

電力量（kWh/年） ピーク値（（kW) 電力量（kWh/年） 削減率 ピーク値（（kW) 削減率
4,469,175 1,722 3,869,829 13% 1,264 27%

施策実施しない場合 施策実施しない場合

0.0

200.0

400.0

600.0

800.0

1,000.0

1,200.0

1,400.0

1,600.0

1,800.0

2,000.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

広島大学

カーライフパーク

スポーツクラブ

ナレッジシェアコミュニ

ティ
事務所2

事務所1

店舗2

施策実施しない場合の

電力ピーク

施策実施し
ない場合の
ピーク値

施策実施した場合
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続
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を
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つ
め
て
・・・

ご清聴ありがとうございました
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